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平成２５年度

　　空
穏やかな優しい光が
教室の中に広がった
笑い声が聴こえる
いつからか大好きになった
この場所

窓からの景色は
青く青く　遠く遠く
未来へ続いているみたいだ
数学のノートに広がってゆく
広大な大地に　空に
走っていきたい
高く高く　舞い上がりたい

　　心
見えないけれど聞こえないけれど
その笑顔も涙も伝わるの
届かないけれど触れられないけ
れど
その優しさも輝きも伝わるの
だから　わかりあえるの
見てごらん
「人生」はこんなに素敵だよ
「感動」があって「出会い」があっ
て
それを１つ１つ集めたら幸せだね
「命をありがとう」そう思うのは
生きているから
愛されているから

　　追究
輝きたくて
夢をかなえたくて
ここまで走ってきた
マジで追いかけて
マジで走って
マジで転んで
マジで泣いて
スゲェかっこ悪かったけど
もうすぐ手が届きそうで
でも届かなくて
届きたくて
また追いかける
この物語の
最後のページまで

　　輝き
今を生きる私たちは若葉
でも可能性は無限
不安と期待に押しつぶされそうになる
でも誰に何を言われてもやるのは自
分
追いかけても追いかけても追いかけ
ても
逃げていく月のように
　　　　　　　　届きそうにない日々を
追いかけて追いかけて追いかけて
自らの手で切り開く
きっとその先には
「輝き」という奇跡が待っているだろう

　　一秒
今この瞬間
一瞬を過ぎていく一秒
一瞬にして果てしなく長い一秒
自分を変えるための一秒
新たな可能性へと羽ばたく一秒
あいつを振り向かせるための一秒
その一秒をどう生きるか
ぼくたちの自由だけど
むだにはできない
たった一秒だけど
　　　　　　決意と夢が　つまっている
だから
今も　これからも
一生懸命
一秒を生きていこう

　　奇跡
生まれてきたことが奇跡
みんなと出会えたことが奇跡
今こうして生きているのも奇跡
どうして「奇跡」という言葉があるのか
それは、「奇跡」が起きるからだ
奇跡が起こらなかったら
「奇跡」という言葉もない
もちろん奇跡に頼って
何の努力もしなければ
奇跡は起こらない
しかし、人一倍の努力を続ければ
必ず奇跡は起こるだろう
奇跡は起こさないと
奇跡と言えない
奇跡は待つものじゃない
起こすものだ

　　蕾
私たちはみんな
今まで一緒に育ってきた蕾。
まだ誰も花なんて咲いてない。
だから、
私たちはまだ何だってできる。
これから別の道に進んで
いつかきっと
満開の花が咲く時が来る。
その「いつか」を目指して
これからもずっと
自分のペースだっていい
誰かに頼ったっていい
たくさんの経験をして
前に進み続けるんだ。
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平成１８年度

　　セイチョウ
なにもかもがイヤになる時があ
る。
なにもしたくないしだれとも会い
たくない
そんなとき一人で考える。自分
のやり方を考える。
自分を見つけるために考える。
答えはなかなか見つからな
い。でも
そうやって大人になっていくん
ではないかな？

　　忘れている
小鳥たちは忘れている
安全なかごにいれられて
空の広さ
翼の力強さを・・・

君たちは忘れている
巨大な箱に入れられて
自由の楽しさを
意志の強さを・・・

今　飛びたてばいい
そう　広い空へ
自由な大地へ

　　今
今という時は今しかない
今が進めば
その今は過去になる
今が進めば
未来が今になる
そしてそれが過去になる
僕たちは未来に追いつくことも
未来を感じることもできない
だけど
今を精一杯生きれば
未来はきっと
最高の今になる

　　生きる
なぜ僕らは生きているのだろうか
生きていれば楽しいことより
つらいことの方が多いのに
生きていればもがき苦しむというの
に

でも僕らは生きている
生きる目的があるから
生きている目的があるから
生きていることを証明したいから
そして・・・
生きることに誇りを持ちたいから

　　ありがとう
いつも側にいてくれた君に
たった一言「ありがとう」と言いたい
どんな言葉でも言いあらわせない
最高の時を築いてくれた
僕が走れば一緒に走って
僕が歩けば一緒に歩いて
僕が立ち止まれば一緒に止まってく
れた
いつもいつでも側にいて
手をさしのべてくれた
そんな君にたった一言
「ありがとう」
別れがあれば新たな出会いがある
新しい時を築いていく中で
君は僕の中で絶対に失いたくない
大切な人であり続けていく

　　絆
今は、深まらない絆
でも、同じ時間を過ごす中で
お互いの存在の意味を知る
なんのために生まれてきて
なんのために巡り会い
なんのために
　人が存在するのかを・・・

私たちの絆は
深い深いものとなり
大きな大きな愛となる

　　キックオフ
向かい風は
明日への追い風
激しく流れに逆らおう

道なき道をぶっとばし
果てしなき旅へ出て行こう

ただゴールを目指して
突き進めばいい
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